





28000 人であり，この 30 年間で約 3 倍に増加
している．中高齢者に多く，特に 70 歳以上の
男性に多い．部位別では，膵頭部癌が 60%，体












　2017 年 3 月初旬より食欲低下，倦怠感があり，
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6 菅井恭平，他
炎症性変化を疑う索状影を認めた．膵臓では，











　4 月 21 日，食欲不振があり，補液のみで加
療を開始した．排便はあるものの鼓腸，腹部膨
満を認めた．4 月 27 日 SpO2 低下があり，酸素
投与を開始した．5 月 2 日，鼓腸改善せず経口
摂取困難なため食止めとしたが，中心静脈カ
テーテル挿入拒否のため末梢静脈より補液継続
とした．5 月 7 日，腹部膨満に対し腹水穿刺を
施行し，2700 ml の排液を認めた．腹水の性状

















図２a, ｂ：腹部造影 CT 写真．膵尾部に 4cm 大の腫瘤と周囲のリンパ節腫大，肝両葉の多発腫瘤影を認める．
7症例：広範囲に膵上皮内腫瘍性病変（PanIN）を有していた膵臓癌の一剖検例

















混在していた．肝内に 3 cm 大以下の灰白色調
結節を数個認めた．肝門部には 7.0 × 5.0 cm 大
の大きな腫瘤を認めた．肝内細胆管の胆汁うっ
滞像を認めた（図 3）．膵臓は 18 × 5.5 cm 大で，
膵尾部に 7.0 × 3.0 × 3.0 cm の灰白色調の癌巣






























intraepithelial neoplasm（PanIN）， 膵 管 内 乳










を low glade PanIN，PanIN-3 を high grade 



































を認めたが，膵体部の膵管内腫瘍は low grade 

















状腺癌は 5 年生存率 37 ～ 55%，粘液癌は 61












ため CT や US で病変所見を得ることは通常困
難と言われている．本邦で，偶然に発見され，
切除された low grade PanIN の単独病変の 2
例の報告がある．これらは偶然に発見された２
例であり，術前の発見は困難であった 6）．high 








high grade PanIN 病変単独による主膵管狭窄
を発見した報告は捜せなかった 7）．膵管の狭窄
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